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研究成果の概要（和文）：日常は「表現された秩序」だと唱えたミクロ社会学者、E. ゴッフマンの理論をH.ジェイム
ズの文学作品に重ね、ジェイムズ文学は現実の虚構性をリアルに描いたものだと＊Performing the Everyday in Henry
 James’s Late Novels＊（Ashgate, 2009）で主張。今度はジェイムズが高く評価したAusten、Wharton、G. Eliotの
作品に同様の分析を行い、インティマシー（「親近感、近しさ」）をテーマに単著＊Performing Intimacies of the E
veryday＊（仮) を書き上げ、英米の某学術出版社の外部審査用に準備中。

研究成果の概要（英文）：I claimed that Henry James's fiction reflects life's fictional, constructed qualit
y. I therefore reasoned that the theories of 20th century microsociologist Erving Goffman, who claimed the
 same and analysed the constructed nature of face-to-face everyday life, must be relevant as a tool of lit
erary analysis. This past project culminated in the publication of my monograph, *Performing the Everyday 
in Henry James's Late Novels* (Ashgate, 2009). 

My book project, tentatively entitled *Performing Intimacies of the Everyday* moves beyond James. I analys
ed selected works by authors James is famously known to have admired, such as Jane Austen, Edith Wharton, 
and G. Eliot, employing theories of relationship studies, social psychology, contemporary philosophy, and 
microsociology with a focus on understanding the phenomena of intimacies. A reputable British/American aca
demic press has just invited me to send in the book manuscript for outside peer review.
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１．研究開始当初の背景 
（１）欧米の文学作品研究の大きな流れとして、
ニュー・ヒストリシズムやマクロな社会学的観
点から作品を分析する、というものがある。文
化史的研究を始めとして、民族、階級、出版事
情、衣装、契約思想、食物、教育、ジェンダー
問題、そしてセクシュアリティーに至るまで
様々な角度から研究が進められ、一方で心理学
的なアプローチも一時盛んであった。 
（２）そのような状況下で、当該研究者はこれ
までの研究に本格的なミクロ社会学的視点が欠
けている事に気付いた。ミクロ社会学者ゴッフ
マンの名前は頻繁に様々な論文に出てきても、
ミクロ社会学的な視点を十分理解した上での言
及でなかったり、ひどい時は誤った理解の仕方
であることもあった。当該研究者はこの現象を
次の二点に由来していると考えた。一つは、ク
ロース・リーディング、つまり作品を丁寧に紐
解き・分析する流れはもう古い、あるいはもう
既にそう言ったやり方で得られる新たな知見は
無い、とする考え方の優勢である。もう一つは
ミクロな、つまり対面行動的次元での人間の行
動を支配する規範と、よりマクロな次元の社会
を支配する規範とが時として重なることもある
が実は別物であるということに読者・研究者た
ちが十分に気付いていないからではないか、と
いうことである。 
（３）マクロな視点（ジェンダー、社会的、経
済的、法的視点）に加え、これとは異なる

、、、
ミク

ロ社会学的・社会心理学的視点をジェイムズ、
オースティン、ウォートン、エリオットの文学
作品分析に導入することで、マクロな次元とミ
クロな次元それぞれを支配する規範のせめぎ合
いの中で、混乱し、翻弄される社会化された人
間の姿が炙り出されると考えた。当該研究者は
これらの作品には現代社会の根底にある礼儀正
しさ（civility）が持つ、見えない疎外、束縛、
つまり、規範にかなった振る舞い、態度、反応
の仕方における人間のジレンマという普遍的か
つ今日的（21世紀的）テーマが潜んでいると考
えた。 
（４）ミクロ社会学者的文学者としてのジェイ
ムズは既に出版された単著及び、その他の論文
（アンソロジー形式のもの）で主張済みだが、
ジェイムズに加えてホーソーン、オースティン、
ウォートン、そしてジョージ・エリオットにつ
いても同様のことが主張できると考えた。 
（５）当該研究のように、「恩」や厚意の貸し借
り勘定などの不文律的な次元にまで踏み込み、
ミクロ社会学的な意味での｢顔｣の問題を作品分
析の中心に据えたものはなかった。今回はジェ
イムズが高く評価した四人の作家の作品に同様
の分析を試み、ジェイムズがそれぞれの作品の
中に何を見ていたか大胆に推理しながら当該研
究者の研究手法の可能性をさらに広げようとし
ている。 
 
２．研究の目的 
文学作品のミクロ社会学的分析手法の確立・展
開 

（１）本研究は、H. James, E. Wharton, J. Austen, 
G. Eliotの文学作品を分析素材とし、ミクロ社会
学的分 析手法を確立・展開することを目的とす
る。人は対面行動を行う際、経済やシェンター
等の「マクロ」な次元の社会規範に加え、「ミ
クロ」な次元の諸規範に従うように社会化され
ている。この重層的な諸規範に翻弄される人間
の姿を正確に捉えたと申請者か考える作家群の
内、シェイムスについては既に単著 Performing 
the Everyday in Henry James’s Late Novels 
(Ashgate, 2009)で主張済 みたか、彼か評価した
ウォートン、オースティン、エリオットたちの
作品についても、哲学や社会心理学分野での研
究成果を取り込みつつ、大胆な分析を提供する
ことで分析手法か有益かつ有効であることを示
す。 
（２）本研究ではホーソーン、オースティン、
ウォートン、エリオットなどの作中人物たちは、
ヨーロッパ人であれアメリカ人であれ、その場
の空気を読み、その場の規範に従って行動する
よう社会化され、日常生活を支配するこれら諸
規範に従ってその「場面」を演じ切ろうとする
演者であるという前提に立っている。ホーソー
ンの「牧師の黒いベール」、オースティンの『高
慢と偏見』、ウォートンの『イーサン・フロム』、
『無垢の時代』そしてジョージ・エリオットの
『フロス湖畔の水車小屋』で繰り広げられる世
界を「表舞台・裏舞台」、「スティグマ」、「顔」、
「マクロ及びミクロの次元の社会規範のせめぎ
合い」、「親密さ」、「感情移入」をキーワードに
ダイナミックに分析することを目標とした。こ
れらの作家たちはジェイムズ同様、それぞれの
作風を維持しつつ、現代社会における 社会規範
にかなった振る舞いをしようとすると生じる大
いなるジレンマを浮き彫りにし、その構造を解
明しようとしていたのではないか。当該研究者
はこの仮説の妥当性の検証を目指した。 
 
３．研究の方法 
（１）当該研究者は、社会心理学理論や文化社
会史研究などの助けを借りながらも、あくまで
も作品を丁寧に紐解き、具体的な日々の営みの
中に潜む束縛の要因を洗い出す作業を手がけて
いる。文学批評の先行研究についても主たるも
のについては可能な限りすべて目を通し、ミク
ロ社会学的分析に資するものをうまく論文を執
筆する際組み込んで、順次論じた。 
（２）最初はミクロ社会学者アーヴィン・ゴッ
フマンの理論を専ら使っていたが、社会心理学
やコミュニケーション・スタディーズ、ひいて
は最新の哲学理論にも手をのばし、なるべく垣
根を取っ払った形で自由に論じるよう心掛けた。
文学作品の作中人物たちの「礼儀正しさ」は、
挨拶をする・しないという次元のものに加えて、
半ば習慣化した反射的ともいえる次元のものに
も及ぶが、例えば誰かの｢顔｣がつぶされ、気ま
ずい空気が流れると、対面行動を可能にしてい
る暗黙の了解事項や前提がすべて崩される。そ
こで対面儀式の参加者はその場を繕うために自
らの直接的な利益に反する行動を厭わない。何



かの「ふり」をし、後になって考えると説明の
つかない言動に出てしまうことも厭わない。そ
のような振る舞いが社会的に要請されているか
らである、という具合に、それぞれの作品とミ
クロ社会学理論を重ね、作品分析を行った。 
（３）夏の一カ月と春の 3週間近く、集中的に
ヴァージニア州立大学の図書館で資料収集、論
文執筆、そして研究者との懇談を重ねて研究を
進める地道な研究方法である。洋書が一カ所の
図書館に全て揃い、あるいは他大学から快く取
り寄せてもらえ、当大学の研究者たちから論文
に対するフィードバックを得る為、懇談し、ア
ドバイスがもらえるという優れた研究環境がこ
の研究を円滑に進めるためには必要不可欠であ
る。 
 
４．研究成果 
（１）当該研究者の単著、Performing the 
Everyday in Henry James’s Late Novels (Ashgate, 
2009) の出版関連の作業に思いの他時間をとら
れ、予定が少し狂ったが、次に出版を目指して
いる単著、Performing Intimacies of the Everyday
（仮題）の中のホーソーンの「牧師の黒いベー
ル」論（単著原稿の序章及び結論部分で展開、
生きている人間の顔が見えないことの意味を論
じる）、オースティンの『高慢と偏見』論（第一
章、ホストとゲストという概念を中心にミクロ
社会学的に分析）、ウォートンの『イーサン・フ
ロム』論（第二章、痛みの管理という概念を中
心にミクロ社会学的に分析）及び『無垢の時代』
についての論文（第三章、音楽やシナリオとい
う概念を中心にミクロ社会学的に分析）、さらに
ジョージ・エリオットの『フロッス湖畔の水車
小屋』論（第四章、第五章、それぞれ感情と思
考の関係あるいは音楽、シナリオ、アイデンテ
ィティーを中心に据え、ミクロ社会学的に論じ
る）がまとまった。書き溜めた書籍原稿はワー
ド数にして約 110,000 wordsとなる。 
（２）次に出版を目指している単著で取り上げ
る作家を束ねるテーマは intimacyだが、読者と
筆者の間、登場人物同士の間に生じる intimacy
はそれぞれ empathy（感情移入）の作用により
浮き上がる。人と人が「親しい」(intimateな) 
関係になったりならなかったりするメカニズム、
あるいは必ずしも「理想的な」親しい関係でな
くとも何らかの近しい関係を築く人間の営みを
ミクロ社会学で言う「顔」の問題を中心に据え、
ホストとゲスト、痛みの管理、病気の役割、音
楽の作用、感情と思考の関係、あるいは日常の
シナリオ制などについて、文学作品を紐解く中
で論じ、浮き彫りにした。 
（３）文学作品の中に描かれている感情と理性
の関係、シナリオを日常生活の関係、ひいては
文学と現実の関係について非常に興味深い結論
を導き出したと考えている。 
（４）最後になったが、先だって出版された単
著 Performing the Everyday in Henry James’s Late 
Novels (Ashgate 2009)に関する書評が Times 
Literary Supplement（2010 年 4月 16 日号）を始
めとしてその他の米国の学術雑誌に 2件（計 3

件）、さらに、2011 年にその前の年に出版され
た顕著な英米文学関係の研究書として The 
Year’s Work in English Studies Vol. 90 (Oxford Univ. 
Press, 2011, p. 783) に当該研究書も名を連ねた
が、このような展開が幸いしてか、今回の成果
物として出版を希望している Performing 
Intimacies of the Everyday（仮題）についても具
体的な展開があった。2014年 5月20日付けで、
英米で展開している定評ある某学術出版社から
「書籍原稿を外部審査に出すので添付ファイル
で送って下さい」、という book proposalに対す
る審査結果が出た。書籍原稿は最終確認が済み
次第、その出版社に送付したい。 
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